
国
際
政
治
の
世
界
で
は
、
外
交
手
段
に

お
け
る
軍
事
的
あ
る
い
は
経
済
的
「
強
制

力
」
の
こ
と
を
「
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
」
文
化

的
あ
る
い
は
社
会
経
済
的
な
「
影
響
力
」

の
こ
と
を
「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」
と
い
う
言

葉
で
表
現
し
て
い
る
。
戦
後
、
平
和
主
義
・

戦
争
放
棄
を
う
た
う
日
本
の
外
交
は
、

「
ハ
ー
ド
パ
ワ
ー
（
軍
事
的
強
制
力
）
」
を

用
い
た
外
交
を
展
開
す
る
術
は
な
く
、
高

度
経
済
成
長
期
を
経
て
、「
政
府
間
開
発

援
助
（
O
D
A
）
外
交
と
経
済
協
力
」
を

は
じ
め
と
す
る
「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
（
経
済

的
・
文
化
的
影
響
力
）
」
を
外
交
の
柱
と

し
て
き
た
、
と
の
言
及
は
国
際
政
治
学
の

議
論
の
中
で
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
い

う
「
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
」
は
、
土
木
技
術

者
が
直
観
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
言
葉
と
は

ま
た
違
っ
た
意
味
合
い
を
含
ん
だ
観
点
で

あ
ろ
う
。
例
え
ば
、「
Ｏ
Ｄ
Ａ
」
と
聞
く
と

土
木
技
術
者
は
ま
ず
「
施
設
（
ハ
ー
ド
）
」

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
一
方
、
外
交
手
段
と
し
て
は
、
経
済

的
影
響
力
を
与
え
る
「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」

の
代
表
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
特
集
は
、
一
般
に
直
感
的
な
解
釈
が

さ
れ
や
す
い
「
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
」
技
術

を
、「
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

パ
ワ
ー
」
と
い

う
国
際
政
治
で
は
比
較
的
直
感
に
反
す
る

土木学会誌 Vol.110 No.10 October 2025 6

土木×外交
─土木のハードパワー─ 

Engineering diplomacy ─The hard power of infrastructure─

特集担当主査：マエムラユウオリバー（東京大学）
特集担当副査：廣井慧（京都大学）

特集企画担当：青木崇光（国土交通省道路局）、青柳広樹（（独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構）、後藤正太郎（（株）建設技研インターナショナル）、
藤田クラウディア（大成建設（株））、森章太郎（日本工営（株））、中村智昭（（株）横河ブリッジ）、増田貴之（（株）奥村組）

特
集

ABSTRACT
In this month's issue, we present the politi-
cal- and diplomatic concepts of "hard” and 
“soft” power to the engineering community, 
where we understand “hard” and “soft” 
technologies in a fundamentally different 
manner. We present various examples of 
both “hard” and “soft” technology in the 
context of global cooperation, which in fact 
exemplify the traditional “soft-power” ap-
proach to Japanese diplomacy.  



概
念
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
国
際
社
会
に

お
け
る
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
技
術
の
役
割
を
考
え
る
き

か
っ
け
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

記
事
内
容
は
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ

る
。
ま
ず
、
カ
ナ
ダ
、
ケ
ニ
ア
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

を
対
象
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
外
交
の
取

り
組
み
や
、
国
々
と
の
信
頼
関
係
に
貢
献

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
す
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
、
橋
き
ょ
う
り
ょ
う
梁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
防

災
セ
ク
タ
ー
と
教
育
、
航
空
セ
ク
タ
ー
に

て
み
ら
れ
る
仲
間
づ
く
り
の
形
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
橋
│
横
浜
間

の
鉄
道
を
例
に
、
日
英
の
近
代
初
期
の
技

術
交
流
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。
次
に
、「
仲

間
だ
か
ら
こ
そ
言
え
る
」
と
題
し
、
ド
イ

ツ
、
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
仲
間
た
ち
に
、
日
本
で
の
経

験
を
振
り
返
り
、
現
在
居
住
す
る
国
の
ゼ

ネ
コ
ン
、
研
究
開
発
、
そ
し
て
教
育
現
場

に
関
す
る
気
付
き
に
つ
い
て
執
筆
い
た

だ
い
た
。
最
後
の
パ
ー
ト
で
は
、
国
際
公

務
員
あ
る
い
は
外
務
省
専
門
家
と
し
て
、

国
際
社
会
の
現
場
で
日
本
の
ビ
ジ
ビ
リ

テ
ィ
ー
に
貢
献
し
な
が
ら
活
躍
す
る
エ
ン

ジ
ニ
ア
や
技
術
専
門
家
に
よ
る
記
事
を

紹
介
す
る
。
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
経
験
を
持
つ
方
々
か
ら
、
非
常
に
幅
広

い
知
識
と
経
験
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。

そ
の
こ
と
を
、
大
変
幸
運
な
こ
と
で
あ
っ

た
と
感
じ
る
と
共
に
非
常
に
感
謝
し
て

い
る
。

「
ハ
ー
ド
」
な
側
面
と
、
海
外
イ
ン
フ
ラ

案
件
や
国
際
協
力
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
強

化
さ
れ
る
「
ソ
フ
ト
」
な
力
を
テ
ー
マ
に

し
た
本
特
集
の
企
画
は
、
2
0
2
4
年
秋

ご
ろ
か
ら
、
編
集
委
員
会
で
の
ブ
レ
イ
ン

ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を
通
し
て
練
ら
れ
て
き

た
。
特
集
の
た
め
に
取
材
を
進
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
学
び
を
得
る
中
で
、
国
際
政
治
と

外
交
の
関
係
性
に
関
す
る
理
解
が
深
ま

り
、
土
木
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
重
要
性

を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
ん
な
中
、2
0
2
5
年
5
月
に
「
ソ

フ
ト
パ
ワ
ー
」
と
い
う
概
念
を
生
み
出
し

た
ジ
ョ
セ
フ
・
ナ
イ
氏
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
ケ
ネ
デ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
か
ら
の
訃
報
に

よ
り
、
逝
去
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を

聞
き
、
私
た
ち
は
大
き
な
驚
き
と
悲
し
み

に
包
ま
れ
た
。

編
集
委
員
会
の
一
員
と
し
て
、
国
際
関

係
論
と
外
交
の
分
野
に
お
け
る
ジ
ョ
セ

フ
・
ナ
イ
教
授
の
多
大
な
る
貢
献
に
対
し
、

心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
た
い
。
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